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みんなでつくる安全・安心なまち セーフコミュニティこおりやま

セーフコミュニティ郡山
2018.2.2 国際認証取得

2022(令和４)年３月発行

=  郡 山 市 セ ー フ コ ミ ュ ニ テ ィ 活 動 推 進 表 彰 事 業 =

市内でセーフコミュニティ活動に取り組む皆さんを、
令和３年度セーフコミュニティ賞として表彰しました

令和４年２月５日（土）に、中央公民館にて
令和３年度まちづくりハーモニー賞・

セーフコミュニティ賞表彰式を合同で行いました。

セーフコミュニティ賞受賞者 （五十音順、敬称略）

地 域 団 体 （10団体）

・あらい団地寿会
・逢瀬地区防犯協力会
・喜久田地区交通対策協議会
・郡山北地区交通安全協会喜久田支部
・郡山地区交通安全協会桑野支部
・郡山地区防犯指導隊安積地区隊
・島おとなクラブ
・富田地区防犯指導隊
・とみたミニディほっとスマイル
・中田町内会連絡協議会

これらの活動はSDGsの達成に寄与しています

企 業 等 （８団体）

・あいおいニッセイ同和損害保険株式会社 福島支店
・東京海上日動火災保険株式会社 福島支店
・東北電力株式会社郡山営業所
・日本生命保険相互会社 郡山支社
・福島県理容生活衛生同業組合 郡山支部
・保土谷化学工業株式会社郡山工場
・三井住友海上火災保険株式会社 福島支店
・明治安田生命保険相互会社 郡山支社

市ウェブページで皆さんの活動を
ご紹介しています。ぜひご覧ください！



Q
郡山市がセーフコミュ
ニティのまちであるこ
とを知っていましたか？
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セーフコミュニティフェスタ こおりやま ２０２２デジタル開催！

～セーフコミュニティ国際認証取得４周年～

「みんなでつくる安全・安心なまちセーフコミュニティこおりやま」
の活動を皆さんにもっと知っていただくため、「セーフコミュニティ
フェスタこおりやま２０２２」を開催しています。
昨年度同様、新型コロナウイルス

感染症の発生状況等を考慮して、
セーフコミュニティに関する動画を
市ウェブページに掲載しています。
パソコンやスマートフォン等で、

ぜひご覧ください！

セーフコミュニティに関する展示を行いました！

２０１９年度から「郡山市公共政策アドバイザー」に就任いただいている
東京大学大学院工学系研究科教授の浅見泰司氏が、健康につながる歩きたく
なるまちづくりや住宅での事故防止など、よりよい生活を送るための内容を
お伝えしています。適度な身体運動は健康維持によいとされています。近年
関心が高まっている、ウォーカブル（歩きたくなる）な都市空間の形成がど
のような意義や効果があるのかについて様々な角度から知ることができます。

講演 「健康とまちづくり」

取組当初から郡山市のセーフコミュニティ活動へのアドバイザーとして助言
いただいている一般社団法人日本セーフコミュニティ推進機構代表理事の白石
陽子氏が、地域の協働で進める安全なまちづくり“セーフコミュニティ”の意
義や方法について分かりやすくお伝えしています。“そもそも安全とはどうい
う状態なのか？”“これから直面する地域の問題とは何か？”他の地域の事例
などから、セーフコミュニティ活動について具体的に知ることができます。セ
ーフコミュニティ活動の取組のきっかけにも、ぜひご覧ください。

講演 「地域で進めるセーフコミュニティ」

今年度、「ハッカソン※２０２１」にて
優秀な成績を収めたアプリ３作品について動画で紹介しています

食品ロスをゼロにするアプリ
EAT A‼（イートオール）

VRリズムゲーム型
フィットネスアプリ

ゴミ捨て場
守るくんver.05

※ハッカソン…
郡山地域ニューメディア・

コミュニティ事業推進協議会
主催、郡山市共催で開催され
る、企業と学生とが一同に会
しアプリ開発を行うイベント。
「ハック（アプリケーション
開発）」と「マラソン」とを
合わせた造語

安全・安心なまちづくりに
役立つアプリ紹介

R4年1月31日～2月6日 R4年2月7日～2月14日 R4年2月21日～2月27日

１. ２. ３.

はい

60%

いいえ

40%

● シールアンケート結果 ●

n=80 

はい

33%いいえ

67%

Q

展示コーナーを見て、
セーフコミュニティに
ついての理解が深まり
ましたか？

n=92 
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自転車を安全に利用しましょう！ ＝ 交通安全対策委員会 ＝

令和２年度に実施したセーフコミュニティ市民意識
調査において、『この一年間に他の人が運転する自転
車に危険を感じたことはありましたか？』という問に
【あった】と回答した人は４割を超えました。
令和３年10月12日から【福島県自転車の安全で適

正な利用の促進に関する条例】が施行され、令和４年
４月１日からは自転車損害賠償責任保険等への加入が
義務化になります。また、利用する自転車の点検や整
備、ヘルメットの着用などが努力義務となります。 あった

44%なかった

53%

無回答

3%

この１年間に他の人が運転する自転車に
危険を感じた（または事故にあった）こ
とはありましたか？

令和２年度セーフコミュニティ市民意識調査（個人）

n=2,284 

Q

３月は自殺対策強化月間です ＝ 自殺予防対策委員会 ＝

自殺はその多くが追い込まれた末の死であり、その多くは社会の努力で防ぐことのできる問題と言われて
います。コロナ禍で社会の交流が少なくなった今、身近な人が手を差し伸べ寄り添うことが必要です。
心の健康といのちを守るためにどんなことが必要なのか多くの方に知ってもらうため、自殺予防パネル展を

開催します。また、ゲートキーパー（命の門番）養成研修をオンライン研修としてWeb配信（YouTubeでの
限定公開）しますので、この機会にぜひご視聴ください。

1. 自転車は、車道が原則、歩道は例外

福島県自転車安全利用五則

2. 車道は左側を通行

3. 歩道は歩行者優先で、車道よりを徐行

4. 安全ルール・マナーを守る

5. 被害軽減のためヘルメット着用に努める

事故に遭わない・起こさないために、
【福島県自転車条例】や【福島県
自転車安全利用五則】をみんなで守り、
安全運転を心がけましょう！

【郡山市内における自転車関連の交通事故発生状況】（平成29～令和３年の累計）
情報提供：郡山警察署

44 44

54
59

84

52 51

60 59
54

65
69

0

20

40

60

80

100
月別

75

91

37

28 29 32

21
28

44

59

68

77

43

0

20

40

60

80

100
時間別

20歳未満

43%

20歳代

12%

30歳代

7%

40歳代

9%

50歳代

8%

60歳代

9%

70歳代

8%

80歳

以上

4%

年齢別

（人） （人）

◆日時
令和４年３月３日（木）～３月14日（月）

◆会場
・イオン郡山フェスタ２階インナー売り場前
・郡山市立中央公民館エントランスホール

◆テーマ
コロナ禍での心の健康と
いのちを守るゲートキーパー
～寄り添う気持ちが支えに～

◆申込期日 令和４年３月17日（木）まで

自殺予防パネル展 ゲートキーパー養成研修（オンライン研修）

申し込み用
QRコード

30歳未満の自転車関連の交通事故が半数以上を占めています。
月別でみると５月が最も多く、時間別でみると通学・通勤時間帯の事故が多いことが分かります。
自動車・自転車を運転する人も歩行者も、相手を思いやる気持ちをもってルールを守り、
交通事故をなくしましょう！
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発行 郡山市セーフコミュニティ推進協議会 ／ ２０２２（令和４）年３月
【お問合せ・連絡先】
事務局：郡山市市民部セーフコミュニティ課セーフコミュニティ推進室（郡山市役所西庁舎３階）

電話 ０２４－９２４－２１５１ ﾌｧｸｼﾐﾘ ０２４－９２１－１３４０
ﾒｰﾙｱﾄﾞﾚｽ safecommunity@city.koriyama.lg.jp

検索郡山市 セーフコミュニティ
市民意識調査結果、地域診断等のデータが
ダウンロードできます。
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火災に注意しましょう！ ＝ 予防救急 ＝

2021年は２月から４月の３か月間で、一年の火災件数の
４割以上を占める47件の火災が発生しています。主な出火
原因を把握し、火災予防に取り組みましょう！

郡山消防本部管内で令和３年中に発生した火災は113件で、そのうち放火及び放火の疑いを合わせると
25件と、出火原因としては全火災の22％を占め、７年以上連続して出火原因第１位になっています。

－放火を防ぐためのポイント－

①物置や車庫は施錠する。
②家の周囲は整理整頓する。
③外灯で家の周囲を明るくする。
④ゴミ捨ては

決められた日に出す。
⑤郵便受けは毎日確認し

新聞やチラシ等を
溜めないようにする。
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電気配線 配線器具

郡山消防本部管内では、過去10年間に電気配線・配線器具が原因の火災が87件発生し、
全火災件数の7.5％を占めています。

【電気配線・配線器具が原因の火災件数（月別）】

－電気配線・配線器具からの火災を
防ぐためのポイント－

①電源プラグや電源タップに、ほこりや
水分が付着しないよう定期的に掃除する。

②電気配線は傷つけず、無理な力を加えない。
自分で不確実な配線の補修や継ぎ足しをしない。

③テーブルタップなどは、接続可能な最大消費
電力を把握したうえで使用する。

情報提供：郡山地方広域消防組合

情報提供：郡山地方広域消防組合

市ウェブサイトが新しくなりました！
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【全国の主な出火原因別】 【郡山消防本部管内の主な出火原因別】

全件数の

11.6％

放火・放火の疑い

全件数の

22％

放火・放火の疑い

（※令和２年中） （※令和３年中）
（件） （件）

市ウェブサイトのリニューアルに伴い、
2月24日からセーフコミュニティに
関するページも新しくなりました！

URLが変わりましたので、
ご注意ください！

トップページ下部

ここをクリック

セーフコミュニティに関するページ

https://www.city.koriyama.lg/site/safe/

放火・放火の疑いについて

電気配線・配線器具について

郡山地方広域消防組合は
けがなどを予防する
『予防救急』に
取り組んでいます。

（件）


